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２． 初期（1970 年代末から 80 年代）の入門教科書
　1979 年、筆者は単著『現代経営学の基礎演習』（A ５版、219 頁、著作番
号①）を税務経理協会から出版した。それ以前に大学院の指導教授であった鈴
木英寿編著『経営学講義』（1973 年、青林書院新社、第 1 章の経営学の歴史
を担当）に分担執筆した。そして、やはり鈴木英寿編『経営学総論』（成文堂）
が 1977 年に出版され、そのなかの批判経営学、財務管理、日本の経営の 3 つ














章末には正誤を問う問題が 10 問掲載されている。したがって、5 章全体で問
題 50 問と、学習チェック用の 50 問が用意されている。
　内容的にみると、第 1 章は経営学の歴史、方法、考え方などを取り扱い、
第 2 章は企業の目標、社会的責任、株式会社、消費者関係などを対象にして












齊藤　 「実践経営学」への私の旅路（２）―― 入門教科書の体系をめぐって ――
　5 年後の 1984 年に、この教科書については改訂増補版（241 頁）をつく























にとまり、4 年後の 1983 年にこのうちの第 1 章「経営学の基礎」が翻訳され
ている（図表１）。同大学工業経済系資料室の『学術交流』（1983 年 1 月 8 日、
1 月 12 日、1 月 15 日）において、これを 3 回にわたって掲載している。
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第 1 章では、企業の活動を “ 日常生活の利便性 ” でとらえるという筆者のその
21
























　目次をみると、第 1 章から第 3 章までは②と同じものであり、②の第 4 章
がこの本では第 5 章となっている。そして、内容的にはほぼ同じものである。
新たに加わったのは、第 4 章と第 6 章である。第 3 章の経営管理と関連する
ものとして、第 4 章で組織のデザインと人的資源の管理を述べ、経営の意味










営経済の研究と実践』（Betriebswirtschaftliche Forschung und Praxis、1982 年
11 － 12 月号）の特集号に収録された筆者の主張（日本語訳）を載せている。
















齊藤　 「実践経営学」への私の旅路（２）―― 入門教科書の体系をめぐって ――
第 2 は 1994 年、文眞堂から出版した編著『新次元の経営学』（A5 版、310 頁、
著作番号⑤）であり、第 3 に翌 1995 年、同文舘から出版した編著『革新する
経営学』（A5 版、252 頁、著作番号⑥）である。そして、同じ 95 年には中央
経済社から編著『経営学エッセンシャルズ』(A5 版、231 頁、著作番号⑦ ) を
生みだしている。
　なお、学生向けではないが、『女性のための経営学』（幸田浩文との共編著、
中央経済社、A5 版、233 頁）と編著『経営学ゼミナール』(ISS 研究会著、日
本実業出版社、A ６版、213 頁 ) の 2 冊を 1993 年につくった。前者は企業で
活躍する女性が増加している状況をふまえて、女性を対象にしたものとして出















　　　　　第 10 章　 生産の管理とは何か　（小野寺 秀逸）
　　　　　第 11 章　 マーケティングとは何か　（森山 典孝）
　　　　　第 12 章　 財務管理とは何か　（木村 孝一）
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　　　　　第 13 章　 人間の管理とは何か　（岸　嘉男）
　以上のように 3 部 13 章の構成であり、各章のタイトルのあとにある氏名は
共著者である。6 名の共著者の協力を得たので、章の構成は 80 年代のものと


























齊藤　 「実践経営学」への私の旅路（２）―― 入門教科書の体系をめぐって ――
明する「キーワード」と、練習問題「メモリー＆トライ」を載せている。そし
て、全体のところどころに置かれた「ワンポイント・レッスン」は、たとえば















国産業訓練協会（Korea Industrial Training Institute）は、この教科書の本文を
1993 年にハングル語で訳出し、出版している。
　⑤の『新次元の経営学』は、それに対して伝統的な堅苦しい感じのものであ














































　筆者は PART １と PART ４を中心に担当したが、『経営史学』の紹介者が述
べた「環境重視、社会志向の経営学」は、PART ２の 3 つの章の、社会のなか
の企業、「良い企業」の条件、環境問題と企業に示されている。そして、企業






のところで述べた “Future Management” の視点を貫徹させたことが本書にはと
りわけ重要であったと思っている。また、この教科書では『経営学を楽しく学
ぶ』の第 3 部でとり扱われた職能別管理（部門管理）はとり入れられていない。
それにかわって、PART ３で 3 章をさいて経営資源の説明にあてている。
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　本書の私の執筆は、第 1 章のみであり、残る 17 章は 17 名が書いている。
それまでの６名であった共著者が約 3 倍に増えている。そして、ISS 研究会以
外の人も執筆しているが、ここでも若手研究者の育成の視点は一貫していた。
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齊藤　 「実践経営学」への私の旅路（２）―― 入門教科書の体系をめぐって ――
　第Ⅰ部は “ 革新型経営 ”、“ 環境志向型企業 ”、“ 共生企業 ”、“ グローバル企業 ”
























れが 4 冊目である。本書の体系は、以下の 10 章からなっている。
　　　第 1 章　　経営学のすすめ
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　　　第 2 章　　企業の発達と経営者
　　　第 3 章　　企業と社会（厚東 偉介）
　　　第 4 章　　グローバル化の中の日本的経営（池田 玲子）
　　　第 5 章　　経営戦略論（武内  成）
　　　第 6 章　　組織構造論（川口 恵一）
　　　第 7 章　　経営文化論（厚東 偉介）
　　　第 8 章　　経営情報システム（島田 達巳）
　　　第 9 章　　研究開発管理（中辻 萬治）
　　　第 10 章　 人的資源の開発（佐々　徹）


















齊藤　 「実践経営学」への私の旅路（２）―― 入門教科書の体系をめぐって ――
　2000 年代に入って最初に出版したのが、片岡信之、高橋由明、渡辺峻との




をとり入れて（第 9 章の ｢企業はどのように競争し合い、そして互いに協力
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　　　　　第９章　　企業はどのようにして製品やサービスを販売するのか
　　　　　第 10 章　 企業はどのようにして製品やサービスを開発し、生産し
　　　　　　　　　　ているのか
　　　　　第 11 章　 企業はどのようにして資金を調達し、運用するのか（高
　　　　　橋   由明）
　　　　　第 12 章 　企業はどのようにして人材を活用するのか（渡辺　峻）






















             （ニューバージョン）の表紙
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A5 版、233 頁、著作番号⑩）である。同社から藁谷友紀との共同監修「21 世
紀経営学シリーズ」（全10巻）を依頼されたが、その第1巻が本書である。私は、




　　　第 2 章　　企業の役割（野村 千佳子）
　　　第 3 章　　企業の環境（藤原 敬一）
　　　第 4 章　　経営資源の体系（佐々　徹）
　　　第 5 章　　経営理念と経営戦略（川口 恵一）
　　　第 6 章　　企業の構造（合谷 美江）
　　　第 7 章　　経営組織（岩森 龍夫）
　　　第 8 章　　価値創造システム（飯島 好彦）
　　　第 9 章　　情報システム（五十嵐 恒夫）
　　　第 10 章　 ビジネス・ファイナンス（馬場 伸夫）
　　　第 11 章　 ヒューマンリソース・マネジメント（池田 玲子）
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５．2010 年代初頭の入門教科書







まず、2011 年に『経営学の構図』を『新　経営学の構図』(A5 版、212 頁、
著作番号⑪ ) としている。新版は以下の目次と執筆者になっている。
　　　第 1 章　　経営学を学ぶ
　　　第 2 章　　企業の役割（野村 千佳子）
　　　第 3 章　　企業の構造（宇田 ( 合谷 ) 美江）
　　　第 4 章　　企業の環境（田中 信弘）
　　　第 5 章　　経営資源（木村 有里）
　　　第 6 章　　経営戦略論（糟谷  崇）
　　　第 7 章　　経営組織
　　　第 8 章　　企業間関係（糟谷  崇）
　　　第 9 章　　変わる企業と変える経営
　　　第 10 章　 経営学を使う













る ” から “ 使える ”、そして “ できる ” という発展過程を述べたが、それをここ
でも議論している。
　本書の第1章「経営学を学ぶ」ではいわゆる学び方をとり扱っている。しかし、













　　　第 1 部　　企業とは何だろうか ―― 企業、経営、そして経営学 ――
　　　　　第 1 章　　企業の役割を考えよう
　　　　　第 2 章　　企業をイメージできる
　　　　　第 3 章　　行政、NPO との関係をみる
　　　　　第 4 章　　企業を理解しよう
　　　第Ⅱ部　　企業の骨格がわかる ―― 企業の構造 ――
　　　　　第 5 章　　経営者の仕事を学ぶ
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　　　　　第 6 章　　企業の仕組みを学ぶ
　　　　　第 7 章　　起業を学ぶ（宇田 美江）
　　　　　第 8 章　　企業間関係を学ぶ（中村 公一）
　　　第Ⅲ部　　企業を動かす、変える ―― 経営の挑戦 ――
　　　　　第９章　　経営戦略を学ぶ（飯島 好彦）
　　　　　第 10 章 　組織をどうつくるか（木村 有里）
第 11 章　 環境をどうとらえるか（飯島 好彦）





















              （Ver.3）の表紙
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齊藤　 「実践経営学」への私の旅路（２）―― 入門教科書の体系をめぐって ――
活のサポーターであり、生活者のグッド・ライフの創造にかかわっているとし、









　なお、2012 年の春には、放送大学の印刷教材『新訂　経営学入門』（( 財 )
放送大学教育振興会、Ａ 5 版、254 頁）を放送大学教授の小倉行雄とともに
共編者として刊行している。作業は、小倉のリーダーシップのもとで主に行わ
れたが、そのなかの筆者の担当は、3 分の１を占める 5 章になっている。





　以上、1970 年代末から 80 年代、90 年代、2000 年代、2010 年代初頭、
の４つの時期にわけて入門教科書の体系をみてきた。このなかから、つぎのよ
うな事項がみえてくる。
①　1970 年代末から 80 年代の初期には単著で作成されているが、その後の
ものは他の共著者の協力を得ている。そして、筆者の担当分のウエイトもかな
り低下している。しかし、2010 年初頭になると、それまでの経験から考えて
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自分の担当分を増やそうとし、執筆者の減少もはかろうとしている。
  このような入門教科書作成における共著スタイルは、1980 年代にはかなり
一般的になっていたとみるべきであり、私だけのものではなかった。拙稿「経
営学基礎関係教科書の評価」（『横浜市立大学論叢』第 39 巻第２、３合併号、
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要性やグローバリゼーションの進展などを含めて、入門教科書としての体系は
それほど変化していない感じもする。しかし、1960 年代以降の経営学の変化
が徐々に浸透し、それが体系に反映してきたことも確かである。それは、企業
をとりまく環境が激動するなかで、経営戦略や組織のあり方が重要となり、環
境や経営資源の分析が前面に押し出されてきたことに示されている。
　もうひとつは、所有、経営、労働、組織などのキーワードを中心にして企業
の構造（仕組み）を分析するようになったことにより、中小企業（スモール・
ビジネス）の企業構造が大企業のものと異なることを明らかにできるように
なったのである。経営学は大企業中心の企業構造を示してきており、“ 小さな
企業 ” の構造を説明してこなかったし、また説明できなかった。ベンチャー・
ビジネスを含む、この小さな企業の構造を示すことができたことは、私にとっ
て一歩前進となった。『スモール・ビジネスの経営を考える』（文眞堂、2006 年）
は、スモール・ビジネスの経営学や起業家研究のスタートとなった。
　しかしながら、いまだ十分でないことも確実にある。たとえば、人的資源の
変化については、これまで比較的多くとり扱ってきたが、それが果たす役割を
まだ明確に解明できていない。ナレッジ・ワーカ （ー知識労働者）やプロフェッ
ショナルの役割が大きくなったというが、それによって企業とその経営がどの
ように変わったのであろうか。
　また、サービス業や IT 化の進展によって産業構造が変化してきている。製
造業の役割はいまなお重要であるとはいえ、この新しい構造変化を認識して企
業をイメージし、そのようなものとして経営学の入門教科書がつくられてきた
かというと、やはりいまだの感が強い。
　その意味では、21 世紀の現代企業をもう一度凝視し、新たな体系の構想に
挑まなければなるまい。そのために努力し、エネルギーを投入しなければなら
ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2012．3．10．）
